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【概 要】

人間の聴覚・視覚・触覚を通した反応を考慮に入れたシミュレーションを「超高

速体感型シミュレーション」と我々は呼んでいる．代表例として，医療における動

脈触診シミュレーションを挙げることができる．現在のシミュレーション技術は従

来のスーパーコンピュータを用いた技術をバックグランドとしているため, 実時間応

答性に関しては殆んど関心が向けられていない.

そこで, 本研究では人間がシミュレータと五感を通して相互作用をし，シミュレー

ション系自体のモデル変更や境界値などのパラメータ変更を伴うシミュレーション

を実時間で実現するシステムの構築法について研究を行なう.

具体的には, 「超高速体感型シミュレーション環境」の実現に向けて,

1)超高速シミュレーション・サーバ・アーキテクチャ,

2)実時間触覚フィードバックと実時間可視化を伴うシミュレーション結果呈示シ

ステム,

3)マルチスケールシミュレーション技術を応用した遅延隠蔽手法,

の研究を行い，医療分野などで期待される次世代シミュレーション環境に向けた基

礎研究を進める．

【期待される成果】

シミュレーション対象モデルの構造や境界条件を外部からのインタラクションに

より実時間で変化させるとともに，シミュレーション結果を実時間で視覚，触覚に

フィードバックする，世界的にみても挑戦的なシミュレーション技術の開発であり

以下のような研究成果が期待される．

1)従来あまり考慮されてこなかった実時間応答性や人間の介入による能動的モデ

ル変更を可能にし, しかも, ネットワーク遅延の隠蔽をも図るシミュレーション

技法の開発

2)人間の五感に関する人間工学的特性を考慮した近似や最適化手法

3)これらを統合してシミュレーションの精度, 速度と, シミュレーションへの直接

的な介入に対する実時間応答性を両立させるシミュレーションプラットフォー

ム
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